
関西学院大学ボランティア活動支援センター
ヒューマン・サービス支援室

開設記念イベント

会 場 関西学院大学
上ケ原キャンパス 図書館ホール

日 時 2016年10月22日（土）
10:00~12:30

イベント
プログラム

10:00　   開会挨拶  伊藤 正一
10:10　   基調講演  田淵 結
10:30　   シンポジウム 1
11:30　   シンポジウム 2
12:20　   閉会挨拶  関 嘉寛
12:30　   閉会

ボランティア活動支援センター長
　 伊藤　正一（副学長・国際学部教授） 
　関西学院においては、古くから災害への救援・支援活動を行ってきたという伝統があります。阪神・淡路大震災を
契機として、関西学院大学の学生、教職員のボランティア組織としてヒューマンサービスセンター（HSC）が発足し、
以来 20 年間にわたり活動してきました。また、様々な学生ボランティア活動団体も、ボランティア活動を積み上げて
きました。
　ボランティア活動支援センターを設立することによって、これまでなかったボランティア活動そのものに対する相
談窓口の提供が可能になり、関西学院大学のボランティア活動を一元化し、大学による主導・支援のもとに行うこと
ができるようになりました。さらに、学内の様々なボランティア活動団体の相互の協力・連携といったつながりができ
るようになりました。これらの事業を推進するために、同支援センター内にヒューマン・サービス支援室を置くこと
になりました。ヒューマン・サービスという名前は、上記のヒューマンサービスセンターに由来しています。したがっ
て、ヒューマン・サービス支援室は、ヒューマンサービスセンターの実績を受け継ぎ、学生などによるボランティア
活動を支援し促進する場所です。その業務は、ボランティア活動への支援・助言、ボランティア活動に関する情報収集
と提供、ボランティア活動への啓発、ボランティア活動に関する評価及びそれに伴う公表、ボランティア活動協議会
の開催など、多岐に渡ります。
　近年、地震、台風、大雨など様々な自然災害が発生しています。このような状況の中で、政府などの支援だけでなく、
ボランティア活動による様々なレベル・内容の支援がますます必要とされてきています。このような状況下で、ヒュー
マン・サービス支援室の役割がますます重要となってきています。本日開催されます「関西学院大学ボランティア活
動支援センター、ヒューマン・サービス支援室」開設記念イベントを通して、皆様方とのご協力・連携をより深め、ヒュー
マン・サービス支援室をより社会に貢献できるものにしていきたいと願っています。

ヒューマン・サービス支援室長
　 関　嘉寛（社会学部教授） 
　本日は、関西学院大学ボランティア活動支援センター、ヒューマン・サービス支援室の開設イベントにお越しいた
だき誠にありがとうございます。
　ヒューマン・サービス支援室は、関西学院大学内で広がっているボランティアに関わるリソースを集め、発信して
いく機能が求められています。私たちは、既存の学生ボランティア団体にとって、ハブの存在でありたいと思ってい
ます。また、ヒューマン・サービス支援室が持つ機能のもう一つの大きな柱が、ボランティアをしたいと思っている
学生に対する情報提供、相談窓口の機能です。ボランティアはさまざまな分野に広がっています。情報もたくさんあ
ります。しかし、種類や量が多いため、初見者には二の足を踏んでしまうこともあります。ヒューマン・サービス支
援室はそのような学生たちにとって居心地のいい場所でありたいと思っています。
　しかし、何よりも大切なのは、このような支援室の働きを学生と一緒におこなっていくということです。ヒューマン・
サービス支援室では、そのような存在を「学生コーディネーター（学生CO）」と呼んでいます。立ち上げの今年度は、
ヒューマンサービスセンターの CO部門の学生たちが学生 COとして活躍してくれています。今後は、彼らが自主的
に活動していく環境を整えていきます。
　そのために、専従コーディネーターを置き、組織的に支援する仕組みを整えています。まだまだ立ち上がったところ
ですので、みなさまのご支援、ご協力、ご助言が必要となります。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。



後藤 実紗子 さん 2016年度CO部門代表  
【シンポジウムへの一言】この大転換期、大学のボランティアセ
ンターという場所や立場も変わる新たなステージで、私たち学
生が何ができるか？また、今まで行ってきたコーディネート活
動を振り返り、なぜ私たちは数ある活動の中で今の活動を選ん
だのか、改めて考えたいです。過去の歴史、現在、そしてこの
先の未来へ、しっかりと一人一人が向き合えるきっかけをシン
ポジウムを通して作っていきたいと思います。

岡本 仁宏 さん  関西学院大学 法学部 教授
関西学院大学法学部教授（西洋政治思想史・政治哲学・市民社
会論）。日本ＮＰＯ学会政治とＮＰＯ研究グループ、大阪ボラン
ティア協会ボランタリズム研究所運営委員長、大阪府公益認定
等委員会委員長代理。
1955 年生。Yale 大学、Westminster 大学、Washington 大学で
客員研究員。NPO論関係近著：編著『市民社会セクターの可
能性：110 年ぶりの大改革の成果と課題』関西学院大学出版会、
2015 年、共著『英国チャリティ：その変容と日本への示唆』
公益法人協会編、弘文堂、2015年（ともに日本NPO学会学会賞
受賞）等。ヒューマンサービスセンターの前身、関西学院救援
ボランティア委員会の発足時から教員運営委員として関わった。

中南 臣吾 さん  1995年度HSC初代学生代表
1975 年：兵庫県西宮市生まれ。
1994 年：関西学院大学社会学部入学。
1995 年：4月より1年間、関西学院ヒューマンサービスセンター
の学生代表を務める。
1997 年：関西テクシス株式会社
（現：株式会社NTT データ関西）入社。
2015 年：
日本オラクル入社 クラウド・テクノロジー事業統括
データベースソリューション本部
製造ソリューション部所属
プリンシパルセールスコンサルタント

大田 詠子 さん    2005年度HSC学生副代表
2003 年：関西学院大学文学部文化歴史学科入学。
夏、広島平和記念公園での折鶴放火事件発生、学内外から寄
せられた折り鶴を広島に届ける活動「つるボラ」に参加。
2004 年：HSC コーディネート部門参加
2005 年：HSC 学生副代表　白いリボン運動実施
2006 年：（特活）たかとりコミュニティセンター「多文化な背
景を持つ子どもたちによる表現活動、Re:C（レック）」ボラン
ティアリーダー
2007 年：学校法人関西学院 専任事務職員 神戸三田キャンパ
ス事務室を経て、西宮聖和キャンパス事務室（教育学部担当）
所属。

竹本 和軌 さん  2015年度HSC学生代表
【シンポジウムへの一言】私が代表を務めた 2015 年度は組織改
編へ向けた 1年間でした。活動内容に変わりは無かったのです
が、組織として活動することの難しさを痛感し、また仲間と共
に活動できる素晴らしさを感じました。この4年間でボランティ
アに携わる様々な関学生にお会いしました。本日は現役学生の
立場でお話しさせていただければと思います。

筒井 のり子 さん  龍谷大学 社会学部 教授
関西学院大学大学院社会学研究科博士課程前期課程修了。
大学院在学中から7年間、地域福祉を推進する市民活動団体の
事務局長として運営に携わるとともに、コミュニティワーカー、
ボランティアコーディネーターとして働く。1999年より龍谷大
学に勤務。「龍谷大学ボランティア・NPO活動センター」の創設
(2001年)に関わり、2013 ~2014年度にセンター長を務める
（現在は副センター長）。認定NPO法人日本ボランティアコー
ディネーター協会の設立にも参画し、ボランティアコーディ
ネーション力検定などの開発に関わっている。著書に『ボラ
ンティアコーディネーション力  ～市民の社会参加を支えるチ
カラ』（共著/中央法規出版  2015 年）など。

成安 有希 コーディネーター
1993年大分県大分市生。
2012年関西学院大学社会学部に入学。1年生で社会学部東日
本大震災ボランティアバスに参加し、ボランティア活動に目
覚める。それから大学4年間、国内外の被災地復興支援を中
心に教育や地域活性などのボランティア活動にも参加。ボラ
ンティア活動を通した様々な方との出会いに魅力を感じ、継
続的に活動を続ける。2016年から現職。新卒でボランティア
センターの立ち上げに奮闘している。

今までの関学におけるボランティア  登壇者紹介シンポジウム 1

基調講演

田淵　結 さん  関西学院 院長
第16代関西学院院長、高中部長、初等部長、千里国際キャンパス統轄、関西学院大学教育学部教授。
1973年関西学院大学文学部史学科、1975年に神学部を卒業。1977年大学院神学研究科修士課程修了、1980年同研究科博士課程
後期課程単位取得満期退学、1987年 Department of Biblical Studies, King’ s College, London University 留学。
2016年4月から院長。

これからの支援室と関学におけるボランティア  登壇者紹介シンポジウム２

主催 関西学院大学ボランティア活動支援センター
ヒューマン・サービス支援室

兵庫県西宮市上ケ原１番町1-155
　☎ 0798-54-6061　✉ kg.hsso.info@kwansei.ac.jp
　URL : http://www.kwanseiac.jp/c_volunteer


